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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

  当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率の引き上げに伴う駆け込み需要により、４月以降の

反動減を懸念しておりましたが、一時的には減速したものの、政府や日銀の各種政策および経済対策の効果から、

下げ止まりの兆しも見え、穏やかな回復基調を維持しております。

  一方、世界経済を見ると、米国は金融緩和縮小に伴う金利上昇の恐れにより、成長が鈍化するリスクはあるもの

の、景気回復が堅調に推移いたしました。欧州は債務問題を抱えながらも、穏やかな回復基調にて推移しておりま

すが、ウクライナ問題の行方が影を落としております。また、中国をはじめとする新興国の成長鈍化傾向や中東諸

国の不安定な政治情勢などが影響し、全体として不透明な状況が継続しております。

  このような経済状況のもと、当社グループ（当社及び連結子会社）は、国内においては、新興国による設備投資

鈍化の影響が若干残るものの、産業機器関連が穏やかな回復基調へ、自動車電装関連はアジア市場および北米市場

の回復により順調に推移いたしました。一方、娯楽機器関連につきましては、娯楽機器業界において環境への取り

組みが継続され、業界全体の販売台数は減少傾向となりましたが、当社のお客様につきましては人気機種の販売も

あり、前年同四半期連結累計期間と比べ売上高は増加致しました。

  海外においては、アジアでは、ローカル企業向けは新興国の成長鈍化の影響を受けたものの、自動車電装関連・

産業機器関連が前年同四半期連結累計期間と比較して堅調に推移し、新規連結も含めて海外移管も好調に推移いた

しました。

  これらの結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、連結売上高 352億94百万円（前年同四半期比10.7％増）、

営業利益 12億40百万円（同40.2％増）、経常利益 12億６百万円（同38.1％増）、四半期純利益 ７億79百万円

（同98.4％増）となりました。

 

  セグメントの業績は、次のとおりであります。

電子部品事業 

  電子部品事業におきましては、売上高は277億63百万円（前年同四半期比7.4％増）となりました。

① 集積回路

  国内において、自動車電装関連および産業機器関連が堅調に推移いたしました。海外においては、アジア向け

および北米向け自動車電装関連が好調に推移いたしました。

  以上の結果、集積回路の売上高は118億51百万円（前年同四半期比12.7％増）となりました。

② 半導体素子

  国内において、自動車電装関連および産業機器関連が堅調に推移いたしました。海外においては、自動車電装

関連が堅調に推移し増加いたしました。

  以上の結果、半導体素子の売上高は50億７百万円（前年同四半期比17.0％増）となりました。

③ 回路部品

  国内において、娯楽機器関連および産業機器関連が、好調に推移いたしました。

 以上の結果、回路部品の売上高は42億78百万円（前年同四半期比44.5％増）となりました。

④ ＬＣＤ等

  海外において、娯楽機器関連および自動車電装関連が、好調に推移いたしました。

  以上の結果、ＬＣＤ等の売上高は11億39百万円（前年同四半期比57.7％増）となりました。

⑤ その他電子部品

  国内において、通信機器関連および娯楽機器関連の一部において減少いたしました。

 以上の結果、その他電子部品の売上高は54億86百万円（前年同四半期比25.7％減）となりました。

アッセンブリ事業 

   アッセンブリ製品

  国内海外ともに、娯楽機器関連および産業機器関連において、堅調に推移いたしました。

  以上の結果、アッセンブリ製品の売上高は66億４百万円（前年同四半期比27.5％増）となりました。

その他の事業 

   電子機器及びマイクロコンピュータのソフトウェア受託開発

  自動車電装向けマイクロコンピュータのソフトウェア受託開発が堅調に推移いたしました。

  以上の結果、電子機器及びマイクロコンピュータのソフトウェア受託開発の売上高は９億26百万円（前年同四

半期比8.3％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

  当第１四半期連結会計期間末における流動資産は747億49百万円となり、前連結会計年度末に比べ10億96百万円

増加いたしました。これは主に有価証券が69億99百万円、受取手形及び売掛金が７億73百万円減少したものの、現

金及び預金が60億93百万円、商品及び製品が17億81百万円、未収入金が11億52百万円増加したこと等によるもので

あります。

 固定資産は68億76百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億42百万円増加いたしました。これは主に投資有価

証券が３億７百万円、有形固定資産が１億35百万円増加したこと等によるものであります。

  この結果、総資産は、816億25百万円となり、前連結会計年度末に比べ15億39百万円増加いたしました。

 

（負債）

 当第１四半期連結会計期間末における流動負債は234億96百万円となり、前連結会計年度末に比べ11億88百万円

増加いたしました。これは主に流動負債のその他が16億61百万円、未払法人税等が４億58百万円減少したものの、

支払手形及び買掛金が30億43百万円、短期借入金が３億１百万円増加したこと等によるものであります。

  固定負債は43億20百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億９百万円増加いたしました。これは主に繰延税金

負債が１億38百万円増加したこと等によるものであります。

  この結果、負債合計は、278億16百万円となり、前連結会計年度末に比べ12億97百万円増加いたしました。

 

（純資産）

  当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は538億８百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億41百万

円増加いたしました。これは主に為替換算調整勘定が１億99百万円減少したものの、利益剰余金が２億５百万円、

その他有価証券評価差額金が２億31百万円増加したこと等によるものであります。

  この結果、自己資本比率は65.3％（前連結会計年度末は66.3％）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

  今後の見通しにつきましては、国内においては本格的景気回復の期待感はあるものの、電機産業の業績回復の見

込みに不透明感があること、半導体製造メーカーの業績回復が遅れていたことにより、足元の受注回復に確かな足

取りがみられない環境にあります。一方、娯楽機器の見通しについては、昨年と同様に娯楽機器業界における環境

への取り組みが継続されることにより、総体金額はほぼ横ばいと予想されます。

  連結業績予想につきましては、現在のところ、平成26年５月15日の「平成26年３月期  決算短信」で公表いたし

ました第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想に変更はありません。

  当社グループにおきましては、今後も経営環境の変化に的確かつ迅速に対応し、中期経営戦略の着実な実現を目

指してまいります。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

  該当事項はありません。

  なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、当第１四半期連結累計期間において、NOVALUX 

EUROPE,S.A. は、重要性が増したため、連結の範囲に含めております。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

  税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（３）会計方針の変更

  （退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給

付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務

期間に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間ごとに設定された複数の割引率を使用する方法へ変更してお

ります。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四

半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

 この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が16百万円減少し、利益剰余金が10百万円増

加しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響

は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 15,394 21,488 

受取手形及び売掛金 30,803 30,030 

有価証券 6,999 － 

商品及び製品 12,664 14,446 

原材料 486 414 

仕掛品 87 188 

繰延税金資産 326 327 

未収入金 6,520 7,672 

その他 379 189 

貸倒引当金 △10 △6 

流動資産合計 73,652 74,749 

固定資産    

有形固定資産 1,471 1,606 

無形固定資産 105 108 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,866 3,174 

繰延税金資産 28 28 

その他 1,972 1,962 

貸倒引当金 △10 △3 

投資その他の資産合計 4,857 5,161 

固定資産合計 6,433 6,876 

資産合計 80,086 81,625 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 16,576 19,619 

短期借入金 1,317 1,619 

1年内返済予定の長期借入金 500 500 

未払法人税等 961 502 

役員賞与引当金 49 12 

その他 2,903 1,241 

流動負債合計 22,308 23,496 

固定負債    

長期借入金 2,500 2,500 

再評価に係る繰延税金負債 153 153 

繰延税金負債 374 513 

退職給付に係る負債 986 967 

資産除去債務 4 4 

その他 193 182 

固定負債合計 4,211 4,320 

負債合計 26,519 27,816 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 9,501 9,501 

資本剰余金 9,600 9,600 

利益剰余金 34,393 34,599 

自己株式 △958 △958 

株主資本合計 52,537 52,742 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 369 600 

繰延ヘッジ損益 0 △0 

土地再評価差額金 215 215 

為替換算調整勘定 △4 △203 

退職給付に係る調整累計額 △28 △27 

その他の包括利益累計額合計 552 585 

少数株主持分 476 480 

純資産合計 53,566 53,808 

負債純資産合計 80,086 81,625 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 31,896 35,294 

売上原価 29,176 32,215 

売上総利益 2,719 3,078 

販売費及び一般管理費 1,834 1,838 

営業利益 884 1,240 

営業外収益    

受取利息 3 3 

受取配当金 26 25 

仕入割引 5 5 

雑収入 5 24 

営業外収益合計 40 58 

営業外費用    

支払利息 13 16 

為替差損 31 73 

雑支出 6 2 

営業外費用合計 51 92 

経常利益 873 1,206 

特別損失    

固定資産除売却損 0 0 

投資有価証券評価損 111 － 

ゴルフ会員権評価損 － 0 

その他 6 － 

特別損失合計 118 0 

税金等調整前四半期純利益 755 1,205 

法人税等 356 421 

少数株主損益調整前四半期純利益 398 784 

少数株主利益 6 4 

四半期純利益 392 779 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 398 784 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 234 231 

繰延ヘッジ損益 － △0 

為替換算調整勘定 415 △199 

退職給付に係る調整額 － 0 

その他の包括利益合計 650 32 

四半期包括利益 1,049 816 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,041 812 

少数株主に係る四半期包括利益 7 4 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

セグメント情報

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２   電子部品事業 
アッセンブリ

事業 
その他の事業 計 

売上高            

外部顧客への売上高 25,862 5,179 854 31,896 － 31,896 

セグメント間の内部売 

上高又は振替高 
－ － － － － － 

計 25,862 5,179 854 31,896 － 31,896 

セグメント利益 1,111 113 41 1,266 △381 884 

（注）１．セグメント利益の調整額△381百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△381百万円が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門経費及び共通経費でありま

す。

     ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

    （固定資産に係る重要な減損損失）

        該当事項はありません。

    （のれんの金額の重要な変動）

        該当事項はありません。

    （重要な負ののれん発生益）

        該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自  平成26年４月１日  至  平成26年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２   電子部品事業 
アッセンブリ

事業 
その他の事業 計 

売上高            

外部顧客への売上高 27,763 6,604 926 35,294 － 35,294 

セグメント間の内部売 

上高又は振替高 
－ － － － － － 

計 27,763 6,604 926 35,294 － 35,294 

セグメント利益 1,456 181 33 1,672 △431 1,240 

（注）１．セグメント利益の調整額△431百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△431百万円が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門経費及び共通経費でありま

す。

     ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

    （固定資産に係る重要な減損損失）

        該当事項はありません。

    （のれんの金額の重要な変動）

        該当事項はありません。

    （重要な負ののれん発生益）

        該当事項はありません。
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